
JIPA “Creating IP Vision for the World”

2013年度 情報システム委員会活動

ミッション

企業の知的財産活動を支えるため、各国の特許庁や特許事務所を経る知財情報に関す
る調査・研究、並びに企業内での知財情報の活用に関する調査・研究を行い、企業内
外の情報システムのあるべき姿に関する情報・提言を国内外の企業・特許庁・特許事
務所に向けて発信する。

-世界から期待され、世界をリードする JIPA –
Creating IP Vision for the World
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時代の変化

これまで これから（世界へ！）

日本特許庁と自社との間が中心 各国特許庁と自社との間が中心へ

これからの
情報システムの在り方

活動テーマ１
グローバルな知財情報の効率的かつ正確・迅速なデータ処理方
法の研究
電子的知財情報の流通の前提となる、各国庁書類の書類・項目のコード化・
共通化の可能性について、エンド・ユーザの立場から研究する。

活動テーマ２
社外管理手段活用の可能性の検討
各社の理想とする仕事の在り方を実現するために、世の中に存在するあらゆ
る管理手段の中から、各社の事情にあった管理手段を選定し、最適な環境を
構築するための必要な情報を調査・検討する。

特許庁次期システム、ワンポータルドシエ、グローバルドシエ、インターネット
出願ソフトに関するユーザ意見を特許庁へ提出。意見交換会もあり！



JIPA “Creating IP Vision for the World”

今後の研究・検討テーマ（予定）
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企業内

企業外各国特許庁のIT化の
取組に対する提言

グローバル・ドシエ等の

国境を超えた取組に
対する提言

JPO最適化計画、パソコン出願ソフト、
書類コード/制度統一、データ連携

万国共通知財システム、WIPO一元データ管理、
直接出願/中間、機械翻訳

経営判断に資する

意思決定支援システムの検討

将来の知財管理システム
と知財業務の在り方

庁システムを前提とした自社システム、
クラウドサービス、パッケージソフトの活用

知財分析ツール、群管理手法、
他社特許管理、 社内ビックデータの知財活用



 
 
    
   HistoryItem_V1
   Nup
        
     新規書類
     シートの余分なスペースをトリミング: いいえ
     ページの拡大・縮小を許可: いいえ
     マージン・トンボ: 無し
     シートサイズ: 11.693 x 16.535 インチ / 297.0 x 420.0 mm
     シートの最適化:  最適なサイズ
     レイアウト: 2列, 1行
     調整: 中央
      

        
     0.0000
     8.5039
     28.3465
     0
     Japanese
     0.2835
     ToFit
     1
     2
     0.7000
     0
     0 
     1
     0.0000
     1
            
       D:20131226102740
       1190.5512
       a3
       Blank
       841.8898
          

     Best
     2324
     318
    
    
     0.0000
     C
     0
            
       CurrentAVDoc
          

     0.0000
     0
     2
     0
     0
     0 
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus2
     QI+ 2.1a
     QI+ 2
     1
      

   1
  

 HistoryList_V1
 qi2base





